
敦賀市立東浦中学校 保護者の皆様へ
令和６年度 全国学力・学習状況調査結果分析と今後の対策

本年４月１８日に、「全国学力・学習状況調査」が全国一斉に実施されました。本校の３年生の各
教科の正答率については、県平均や全国平均を上回る結果でした。しかし、いくつかの課題も明らか
になりました。各教科の結果分析と今後の対策を以下のようにまとめましたのでお知らせします。

国語科

【良 好】
・話し合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめること。
・目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること。

【課 題】 【対 策】
説明的文章の読解において、「思考・判断・ ・図表や写真を含む説明的文章を取り上げ、図
表現」問題の正答率が低いです。 表が文章のどの部分と関連しているか、筆者
①文章と図とを結びつけ、その関係をふまえて の表現の意図は何か等、説明する活動を継続
内容を理解する問題。 し、充実させます。

②目的に応じて必要な情報に着目して、要約す ・新聞記事やインターネット記事を使い、内容
る問題。 を要約して伝え合う活動を取り入れ、必要な

情報を正確に捉える力の向上を目指します。

【課題】①の設問

【課題】②の設問



数学科

【良 好】
「知識・技能」を問う問題の正答率が高いです。
・等式を目的に応じて変形することができるかどうかをみる問題
・問題場面における考察の対象を明確に捉え、正の数と負の数の加法の計算ができるかどう
かをみる問題

・複数の集団のデータの分布から、四分位範囲を比較することができるかどうかをみる問題

【課 題】 【対 策】
「思考・判断・表現」を問う問題の正答率が低 次のような取組を充実させ、思考力・判断力・
いです。 表現力の向上を目指していきます。

①目的に応じて式を変形したり、その意味を読 ①文字を用いた式のよさを実感できるように、
み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明 偶数や奇数、○の倍数、連続する３つの整数
することができるかどうかをみる問題 等の表し方や、説明の仕方の手順を確認しま

②複数の集団のデータの分布の傾向を比較して す。
読み取り、判断の理由を数学的な表現を用い ②データの活用に関する学習用語や、複数のデ
て説明することができるかどうかをみる問題 ータを扱った際の判断のポイントになる代表

値を根拠にした説明の仕方を確認します。

【課題①】の設問

【課題】②の設問



生徒質問紙

【良 好】

学習した内容について、分かった点や、 授業で学んだことを、次の学習や実生活に
よく分からなかった点を見直し、次の学習 結びつけて考えたり、生かしたりすることが
につなげることができていますか できると思いますか。

学習したことを生かしたり、次の学びにつなげていくことができていると感じている生徒がほ

とんどであるという結果になりました。今後も、自分から課題を見つけることや、進んで探究的

な学習に取り組む姿勢などをさらに伸ばしていき、自ら学ぶ生徒の育成に努めていきたいと思い

ます。

【課 題】
自分には、よいところがあると思いますか。 先生は、あなたのよいところを認めてくれ

ていると思いますか

「自分にはよいところがあるか」という質問には、否定的な回答の割合が多く、「先生が認め

てくれているか」という質問には全員が肯定的な回答をしているという矛盾が見られました。

原因として、小規模校であるために、校内では認められる場面が多くあるものの、同世代から

自分が認められる経験が少なく、自分に自信が持てないことが考えられます。

校内で取り組んでいるリアクションタイムや、子どもたちが主役となって取り組む学校行事

などを通して、互いを認め合う活動をさらに充実させると共に、学校外での活動や他校との交

流などの方法も模索していきたいと思います。

生徒質問紙では、ほとんどの質問項目で、県や全国と比較して、肯定的な回答の割合が高いと
いう良好な結果が得られました。
これからも、家庭・地域・学校の連携を大切にしながら、一人一人の生徒の健やかな成長のた

めに学校全体で取り組んでいきます。
今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。


